
【事業の概要】

【事業の目的及び概要】

【検討した環境要素の一覧及びＲＤＢの有無，モニタリングの要否】

【特に配慮した環境要素と検討事項】

【目標に対する達成状況】

【検討事項に対する評価】

堤防耐震工事の設計において、生物調査（魚類、底生動物、植物、鳥類、陸上昆虫類等）の結果をもとに当該地区に生息・生育し
ている重要種に対する保全措置の検討を行った。なお、重要種の保全措置については、環境アドバイザーの助言をもとに検討を
行った。

・フジバカマ（徳島県版レッドリスト：絶滅危惧ⅠB類，環境省レッドリスト：準絶滅危惧種）が設計区間の堤内側法面に生育してい
たため、工事範囲外で、かつ既存の生育環境と類似する地点に移植する。

・フサスゲ（徳島県版レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類）が設計区間の堤外側法面及び小段に生育していたため、工事範囲外で、かつ
既存の生育環境と類似する地点に移植する。ただし、計画地周辺におけるフサスゲの生育状況について調査を行ったうえで、移
植先、移植方法等の検討を行う。
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環境保全措置を考慮したうえで設計を行ったが、今後工事担当者が環境配慮について十分理解して工事を進め
ていくことと、施工した箇所のモニタリング調査を行っていく必要がある。

現在、設計段階であるため、施工中及び施工後において状況把握に努める。
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当該事業は、発生が確実視されている南海・東南海地震による津波災害から堤内側の人命及び財産を守るために、
現況堤防の耐震補強設計を行うものである。

廃棄物

平成26年度　県土整備部環境配慮事例報告書

河川・ダム等の整備 河川事業
徳島市

事 業 主 管 課
実 施 機 関

フジバカマ フサスゲ

断面図（イメージ図）

断面図（イメージ図）

NO.20付近

As

As

根固ブロック
根固ブロック

根固石

W
施工ヤード

W
通行車線

笠コンクリート

朔望平均満潮水位 TP.0.880

1.5% 1.5%

W W

WL=-0.69

根固めブロック
撤去・設置

単粒砕石

笠コンクリート

排水機能付き鋼矢板 HDSP-6L（SYW390）
排水機能付き鋼矢板 HDSP-6L（SYW390）

大型土のう

大型土のう

表層：再生密粒度アスコン
路盤：再生クラッシャラン

（RC-40)

工事範囲外で、かつ既存の生育環境と
類似する地点に移植する。

【フジバカマ】
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工事範囲外で、かつ既存の生育環境と類似する
地点に移植する。ただし、計画地周辺における
フサスゲの生育状況について調査を行ったうえ
で移植先、移植方法等の検討を行う。

【フサスゲ】


